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1 資本の 形式

第 1 章 ｢ 資本 の 定式｣ で は, 『資本論』 の読解を通 じて , 商品 の 流通 と対比 しながら資本 の 運動 に - 般 的 な

表現 を与 える . 商品流通 では , そ の 形式が形態変換, 内容が素材変換で ある のに対 し,. 資本運動 では形式が姿

態変換 , 内容が自己増殖で ある こ とが本 章前半にお い て 確認される . 伝 統 的には, 姿態変換を繰り返す自 己増

殖運動と捉えられ る こ と の多い資本の
一

般的定式 に対 して , 本論文 では , 姿態変換と いう資本 の形 式には貨幣

流出入 の交
~
差的な運動と の規定を与 え, 自 己増殖と いう資本の 内容には流出入を通 じて得られる正 の格差と の

規定 を与えて いる , 資本 の-
一 般的定式とは

,
これ ら二 つ の規定 の統合セある流出入格差原理 であり , 資本 の 形

式と内容の総体をも っ て定式化さj l る ･ 次 に本章後半にお いて,
こ の

一

般的定式から, 資本 の 三 つ の定式 , す

なわ ち商人資本的 ･ 金貸資本的 ･ 産業資本的の各形式を導き出す . 複数の流通圏を設定 し, 商品と貨幣 の 増殖

がい かに して 複数の流通圏の 間 で流出入するかを定式化す る ことによ っ て , 資本三形式 を導き由すこ とが でき

る. だが , 単
一

の 流通圏を設定す ると , 産業資本的形式 の みが自己増殖可能である ことが明示される .

第 2 章 ｢ 資本の 循環｣ で は】 産業資本的形式が資本 の
一

般的定式 で ある流出入格差原理 を満たす こ とを明ら

かにする . まず
, 幾つ か の代数的な定義を与えた後, 産業資本の三っ の 循環定式 で ある貨幣

･ 生産 ･ 商品 の 各

資本の循環を定式化する . 三資本各々 の 増殖分に つ い て , 貨幣資本は貨幣流入から貨幣流出 を引 い たもの , 坐

産資本は投入から費消を引いたもの , 商品資本は産出から販売を引 いたもの と定義することが で き , そ れ ら三

循環 がす べ て 資本の
一 般的定式に当てはまる ことが立論され る . 次に, そ れ らの総和と して 産業資本 的形式が

定式化され る . 産業資本的形式の増殖分は , 利潤と
.
い う流入分と配当と いう流出分との 格差と して 定式化さ

れ
,
産業資本的形式が

一

般的定式に当て はまる ことが主張され る. なお
,
産業資本的形式は ,

そ の 個別形式 で

ある貨幣資本の循環形式とは区別 され る.



･ 第 3 章 ｢ 資本の過程｣ で は , 産 業資本における流入か ら流班 へ の 移転または伝達の 過程を考察す る . 生 産 ･

販 売 ･ 購 買 の 三 つ か らなる これ らの過程は ,
生 産 ･

商品
･

貨幣の各資本の 姿態変換の運 動過程 に対応して い

る. 各局 面にお い て ｢ 時 間 の履歴｣ が定義され ,
こ れ を用 い て流出入間 の伝達が定式化され る. こ れ は

, 流入

( 入 力) と流出 ( 出 力) が既知 で , 未知 の シ ス テ ム の 増殖分を求める資本シ ス テ ム の 同定問題 を解く ことに帰

着す る. こ れ を解くと, 涜入と流出 の フ ロ ー 総体が満たさなければならな い動的シ ス テ ム の 特性方程式が導き

出され , 資本制 シ ス テ ム が正 の フ ィ
ー

ドバ ッ ク をも っ た閉 ル
ー プシ ス テ ム で あると いう結論 が得られる.

つ ま

り , 入力 が出力 の 増大を呼び, 出力が入力 の 増大を呼ぶような フ ィ ー ドバ ッ ク をもち
, 貨幣

･ 生 産 ･

商品 め ど

の循 環定式から出発 し ても元 の定式 に戻 っ て くる ル ー プを措く シ ス テム で ある ことが分かる . こ うしたサイ バ

ネテ ィ ッ クな資本 制シ ス テ ム は, あた かも資本それ自体が自律的で自動的に運動す るか の ように振る舞う こと

になる . さら に, ス ト ッ ク総体の水準 を構成する生産 ･ 商品 ･ 貨幣 の各資本水準が回転期間を用 い て定式化さ

れ , 産業資本水準総体が併せ て 導出される . しかしながら , 産業資本水準そ の ものEj:
,
価格体系や利潤 軒 数

量体系や成長率に依存 しており , 個別資本の水準は社会的総資本の再生産過程から独立 には決定され な い こ と

が論 決される .

2 資本の 内容

資本 の 内容を論ずる第二部では ,
まず最初に, 資本 の 内容として適切なの は自己増殖 ｢ 量｣ で は なく ｢ 率｣

で あ る べ き こ とが主張される. 第
一

部 で資本の形式を通 じて得られ た特性方程式が ,
未 知数を決定す る方程式

である 一

九 第二部 で は, 利潤率, 成長率, 利子率と い っ た増殖に関する比撃が内生変数とされ ,
こ れ らを欽

定す る の が第二部 の 主要な役割で ある ことが主張され る.

第 4 章■｢ 資本 の 再生産｣ で は, 前半 にお い て ,
伝 統的には利潤論 で論 じられ た均等利潤率 および価格体系 の

存在が論 C ,

･ら れ る ･ 革ず, 利 潤率の定義から利潤
･

成長 フ ロ ン テ ィ ア が導き出され る･ これ は任意の成長率に

対する均等利潤率の軌跡の こ とで あり, 緩やかな仮定 のもと で右下がりとなる . 次 に
,
特性 方程式から資本 の

整合条件を示すケ ンブリ ッ ジ方程式が導出される . こ れ は利潤率に蓄積性向を掛けたもの が成長率に等し い こ

とを主張 する方程式 で あり ,
こ の成長率は概念上 ,

ほ ぼ保 証成長率と
一

致する . したが っ て
,
こ の 二 つ の 方程

式 の 交点 で均等利潤率と保証成長率が決定され , あわ せ て 正 の価格体系の 存在が保 証される . だ が
, そ こ で決

定される保証成長率は , 需 給 が
一 致 し市場が清算され るような現実成長率で はない . 本章の 後半 で手も 再生産

表式論を参照 しつ つ 数量体系を明示 しながら , 保 証成長率と現実成長率とが
一 致する条件を探る. 貨幣を明示

的に導入 した再生産表式 の 下 では商品 の.需要総額と供給総額とは
一

致せず, そ の差額で ある商品 の超過需要総

額は , 貨幣の 超過供給総額に等しくな っ て し まう . 貨幣 の 超過需要が 0 と なる条件は, 成長率が 0 で あ る単純

再生産 の 場合か, 購 買期間が 0 で ある セイ法則 を仮定 した場合か で ある ことが明らかとなる ･ 逆 に, セ イ の 法

則が仮定され て い な い 場合, 商品を購入す るの に少 しで も時間がかかれ ば, 保証成長率と現実成長率とは一致

せず, 資本 の自己増殖運動と社会的総資本o) 再 生 産と の あ い だに亀裂が生 じて しまうこ とになる .

第 5 章 ｢ 資本の調達｣ で は, 保 証成長率と現実成長率とが
一

致す る条件を探る べ く ,
セ イ法則 の仮定をゆる

めると同時に , 商 品購入 の資金が商品版売によ っ て の み調達されるという仮定をゆるめ , 資本制経済に信用 を

導入する . 前半におい て , 商業信用と貸付資金が存在する場合の超過需要 が考察される . 商業信用 では , 約束

手形 とキ ャ ッ シ ュ フ ロ
ー の 流出入 がそれぞれ定式化される . 商業信用における約束手形は, 各個別資本に対 し

て は貨幣資本の過不足 を調整する役割を果たすことが できる . だが
,
そ れ は部門間不均衡を調整することは で

き て も
,
総 需 要 の 不足 に つ い て は調整する こ とが できな い . そ こ で

,
負債を考慮した産業資本の 循環定式が定

式化 され る. 明示 的に貸付資金や利子率が導入 され ると ,
た しかに総需要と縛供給を

一 致させるような自然利
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子率の存在が言えるもの の , そ の も と で 保証成長率と現実成長率が
一 致す るの は

,
成長率が利子率よりも大き

くな っ て しまうような, 借金 によ っ て借金を返済して いくポ ン ジ金融経路だけで ある こ とが立論される . ゆ え

に, ポ ン ジ金融禁止条件がこ の経済に課 され ると, 正 の成長率は存在 しなくなる. 一本 章の後 半 で は ,
銀 行資

本 ･ 中央銀行お よび株式資本 が定式化され る . 市中銀行は株式会社と して産業部門に対 して 貸出業務を行 い ,

資本家家計からは預
~
金の受入業務を行う . ま た

, 中央銀行は市中銀行から準備金を受け入れ , 市中銀行に貸出

を行うこ また
,
株式資本は資本還元によ っ て株イ酌ミ決定され , 搾主はそ の株価のもとで 売買を行い , 預金の提

供とともに資金供給の担 い 手と して定式化される .

第 6 章 ｢ 資本の分配｣ で は, 前 章で の 定式化 を踏まえ, 銀行部門と株式宕即弓と いう間接
･ 直接金融が導入さ

れると
,
現実成長率と保証成長率が

一

致するような条件が成立する ことが確認され る･ 需給
一

致条件が成立す

る場合, 資本 家家計
･ 個別資本 ･ 銀 行資本 の各々 で独自の ケ ン ブリ ッ ジ方程式 の成立が本章前半 にお い て 確認

される . そ れ らは
,
市場清算が成立す る場合の主体均衡条件に他ならな い . 資本家家計は利子率と貯蓄性 向 の

積が成長率 に等 しく, 個別資本の場合 軌 企業者利得率と蓄積性向 の積が成長率に等 しく , 銀行資本 の場合 は

貸出利子率と琴積性向の積が成長率と等しくなる･ 本 章後半 で は, 今ま で に導入された未知数を決定するため

の追加方程式が論 じられる ･ まず, 貸出利子率と預金利子率, そ して 産業部門 の企業者利得率と銀行部門の企

業者利得率の 2 つ の裁定条件により 2 本 の 式が追加される . ま た , 限界利潤率が意外 の利潤 に等 し い とい う条

件よワ, 貯蓄から独立 な投資関数が-1 本追加され る. 合計 3 本 の追加によ っ て , 金 融市場を含めた ｢ 順 調な拡

大再 生産軌道｣ の 存在が確認 され る.

3 資本の 形式と内容

最終章 [ 資本の形式と内容｣ は , 経済学史上 で資本が どの ように捉 えられ てきたかを簡略なが ら振り返 る こ

とによ っ て , 本稿独自 の理論的意義を浮かび上が らせ ようとする. 経済学史上 の伝統的 な立場i3: , 二 つ の 陣営

が存在した . ひ と つ は資本を資本金と同
一

視 し, もうひと つ は資本を資本財と同
一

視 し て い た ･ 資 本金を資本

と見な した の 札 それが将来利子をもたらすから であり, 資本財を資本と見 なした
の は , そ れ が労働と用 い ら

れ余剰生産物 を産出するから で あ っ た . こ れ らはそれぞれ ,
将 来利得をもたらすもの として資本を捉える未来

志向的 ,
過去 に生産され蓄積された もの として 資本 を捉える過去志向的な側 面をも っ て

い る ･ だ が ･
こ れ らの

立場はともに ,
資本 の素材を資本そ のも のと見な して い たり , 資本が増殖すると いう資本の内容をも っ て資本

そ の も の で あると見な したりする立場 で あるに過ぎな い ･ そう した旧来 の資本観は , 本稿で 得られた資本概念

が物象化 した派生形態である ことが立論され る ･ それ に対 して本稿は ･ 資本形式 の資本内容に対す る論理的先

行性が主張され , 資本 の姿態変換と い う形式を通 じて自己増殖運動と い う内容がもたらされると いう ことが確

認 される . こ の 意味 で まさに, 資本蛭本質的に資本を生産する の で ある ･

なお , 数学的付録 にお い て は, 回転期間と成長率と の 関係に関す る坂定
の検討が行われ て い る ほ か, 価格

ベ

ク トル と利潤乳 数量 ベ ク トル と成長率の存在証明が与えられ て おり, ま た ,
回転期間が成長率に依存す る場

合の マ ル ク ス の基本定理 の証明も行われ て い る･
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